
小樽観光振興公社の安全対策・安全運航の取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(事 業 者 名) 株式会社小樽観光振興公社 

(住  所) 小樽市港町４-２ 

(電 話 番 号) 0134-29-3131 

(運航コース) 小樽港～オタモイほか 

(運 航 期 間) ４月～10月中旬 

(運航船舶数) ２隻 

(会 社 Ｈ Ｐ) https://otaru-kankousen.jp/ 

 
◆安全対策・安全運航の取組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運航中止基準】・風速 10 m/s以上 ・波高 1.0 m以上 ・視程 500 m以下 

  ※ただし、上記基準範囲内であっても運航を中止する場合があります。 

◆ＰＲ事項 

基本的に船内及び暴露甲板での救命胴衣着用の義務はありませんが、安全確保の

ために弊社では暴露甲板での救命胴衣着用をしており、安心して心地よい風を感じ

る事ができます。 

また、船内においては腰巻き型の救命胴衣を要望のあるお客様に着用できるよう

準備中です。 

他船との連絡体制強化 

周辺海域を運航する観光船事業と連携を強化し、当日の気象状況などについて 

情報を密に取り合うよう検討しております。 

 また、緊急時に対応できるよう、地元漁協との連絡体制を確保しています。 

気象条件の慎重な判断 

1) 当日・翌日の天気・気温・降水量・風向き・風速・波高をネット天気予報及び

アプリで確認。   

2) 気象予報図で低気圧・高気圧・等圧線の配置と動きを確認。 

3) 出勤時に船長は直接海岸に行き可能な限り港内全域の海況状況を目視で確認。 

4) 判断に迷う際は営業前に小樽港を試走し、うねり・波・風・船体の揺れを確認

し、出航の可否判断をしております。 

以上の条件を総合的に判断して、船長と運航管理者が出航の可否判断をしております。 

安全に係る設備 

①救命設備 

  ・救命胴衣（最大定員分 大人用８４着／子供用３０着） 

  ・救命浮環：2個 ・救命浮器：22名用×4個 

 ②陸上と常時通信できる無線等設備 

  ・北海道の電波を利用した地域振興用無線 ・国際 VHF 

 


